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日
本
銀
行
の
総
裁
再
任
、
副
総
裁
就
任

▼
日
本
銀
行
の
黒
田
総
裁
が
再
任
さ
れ
、
雨
宮
副
総
裁
・
若
田
部
副
総
裁
が
就
任
し
ま
し
た
。

【副総裁】

雨宮正佳
［あまみや・まさよし］
昭和 30 年 9 月 30 日生
出身地　東京都

昭和 54. 3　東京大学経済学部卒業 
　　 54. 4　日本銀行入行 
平成 10. 4　企画室企画第 2 課長 
　　 10. 7　金融市場局金融市場課長 
　　 11. 5　企画室企画第 1 課長 
　　 13. 4　企画室参事役 
　　 14. 6　考査局参事役 
　　 16. 7　政策委員会室審議役（組織運営調整） 
　　 18. 4　企画局長 
　　 22. 6　日本銀行理事 
　　 24. 5　日本銀行理事 大阪支店長嘱託 
　　 25. 3　日本銀行理事 大阪支店長嘱託を解く 
　　 26. 6　日本銀行理事＜再任＞ 
　　 30. 3　日本銀行副総裁

【副総裁】

若田部昌澄
［わかたべ・まさずみ］
昭和 40 年 2 月 26 日生
出身地　神奈川県

昭和 62. 3　早稲田大学政治経済学部経済学科卒業 
平成　2. 3　早稲田大学大学院経済学研究科修士課程修了 
　　   3. 4　早稲田大学政治経済学部助手 
　　   6. 6　トロント大学経済学大学院修士課程修了 
　　 10. 3　�早稲田大学大学院経済学研究科博士課程単位取得退学 
　　 10. 4　早稲田大学政治経済学部専任講師 
　　 12. 4　早稲田大学政治経済学部助教授 
　　 14. 8　�トロント大学経済学大学院博士課程単位取得退学 
　　 17. 4　早稲田大学政治経済学術院教授 
　　 29. 3　�コロンビア大学経営大学院日本経済経営研究所客員研究員 
　　 30. 3　日本銀行副総裁

【総裁】

黒田東彦
［くろだ・はるひこ］
昭和 19 年 10 月 25 日生
出身地　福岡県

昭和 42. 3　東京大学法学部卒業
　　 42. 4　大蔵省入省
　　 62. 7　大蔵省国際金融局国際機構課長
　　 63.12　大蔵大臣秘書官事務取扱
平成　1. 8　大蔵省主税局国際租税課長
         2. 7　大蔵省主税局税制第一課長
         3. 6　大蔵省主税局総務課長
         5. 7　国税庁大阪国税局長
         6. 7　大蔵省大臣官房審議官
                 （国際金融局担当）
         8. 7　大蔵省財政金融研究所長
         9. 7　大蔵省国際金融局長
       10. 6　大蔵省国際局長
       11. 7　財務官
       15. 3　内閣官房参与
       15. 7　内閣官房参与
                 一橋大学大学院経済学研究科教授
       17. 2　アジア開発銀行総裁
       25. 3　日本銀行総裁
       25. 4　日本銀行総裁＜再任＞
       30. 4　日本銀行総裁＜再任＞
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大
分
支
店
が
開
設
七
〇
周
年 

記
念
企
画
展
を
開
催

▼
大
分
支
店
で
は
、
支
店
開
設
七
〇

周
年
を
記
念
し
て
、
大
分
県
出
身
の

四
名
の
歴
代
総
裁
（
山
本
達
雄
、
井

上
準
之
助
、
一い

ち

萬ま

だ田
尚ひ
さ

登と

、
三
重
野

康
）
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
企
画

展
「
大
分
出
身
の
日
銀
総
裁
～
日
銀

大
分
を
築
い
た
男
た
ち
～
」
を
三
月

十
四
、十
五
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

▼
企
画
展
で
は
、
事
前
に
各
総
裁
の

出
身
地
を
訪
れ
、
縁
故
の
あ
る
方
々

か
ら
伺
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
ご

説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
遺
品
等
を

お
借
り
し
て
展
示
し
、
総
裁
の
功
績

と
と
も
に
生
い
立
ち
な
ど
身
近
な
一

面
も
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

▼
見
学
者
の
方
々
か
ら
は
「
日
銀
総

裁
を
身
近
に
感
じ
た
」「
同
じ
大
分

県
民
と
し
て
誇
ら
し
い
」
な
ど
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
大
変
好
評
で
し
た
。

第
一
九
回
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

▼
金
融
研
究
所
情
報
技
術
研
究
セ
ン

タ
ー
（
C
I
T
E
C
S
）
で
は
、
三

月
一
日
に
「
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が

金
融
サ
ー
ビ
ス
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に

与
え
る
影
響
」
と
題
す
る
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
ま
し
た
。
金
融
機
関
等
か
ら
約

一
二
〇
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

▼
今
回
は
、
金
融
分
野
で
も
量
子
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
へ
の
関
心
が
高
ま
り
つ

つ
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
そ
の
開
発

動
向
や
金
融
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影
響
に

つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。
金
融
研

究
所
ス
タ
ッ
フ
や
外
部
有
識
者
に
よ

る
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
、
活
発
な
議
論
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。（
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス
はhttps://w

w
w

.im
es.

boj.or.jp/citecs/sym
p/19/

）

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・ 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

▼
金
融
研
究
所
で
は
、
三
月
五
日
に
、

金
融
市
場
や
中
央
銀
行
業
務
に
お
い

て
重
要
性
を
増
し
て
い
る
「
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
と
人
工
知
能
を
用
い
た
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
研
究
の
展
開
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し

ま
し
た
。
参
加
者
数
は
、
研
究
者
・

実
務
家
を
中
心
に
約
八
〇
人
に
上
り

ま
し
た
。

▼
白し

ら
つ
か
し
げ
の
り

塚
重
典
所
長
に
よ
る
開
会
挨

拶
に
続
い
て
、
東
京
大
学
・
和
泉
潔

教
授
に
よ
る
キ
ー
ノ
ー
ト
ス
ピ
ー
チ

が
行
わ
れ
た
後
、
三
本
の
研
究
論
文

大分県出身の総裁による直筆の書などを展示

ファイナンス・ワークショップの様子

パネルディスカッションの模様（撮影 : 野瀬勝一）
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が
報
告
さ
れ
、
参
加
者
の
間
で
活
発

な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
金
融
研

究
所
で
は
、
今
後
も
こ
う
し
た
最
新

の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
研
究
に
関
す
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
際
コ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
を
開
催

▼
一
九
八
三
年
以
来
、
日
本
銀
行

は
、
金
融
研
究
所
に
お
い
て
国
内

外
の
著
名
な
経
済
学
者
や
中
央

銀
行
関
係
者
を
招
い
た
国
際
コ
ン

フ
ァ
ラ
ン
ス
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、"C

entral B
anking in 

a C
hanging W

orld"

（
変
貌
す
る

世
界
に
お
け
る
中
央
銀
行
の
政
策
・

業
務
の
実
践
）
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

五
月
三
十
日
、
三
十
一
日
に
開
催
し

ま
し
た
。

▼
黒
田
東
彦
総
裁
に
よ
る
開
会
挨
拶

に
続
い
て
、シ
カ
ゴ
大
学
ラ
グ
ラ
ム
・

ラ
ジ
ャ
ン
教
授
に
よ
る
前
川
講
演
が

行
わ
れ
た
後
、
参
加
者
の
間
で
テ
ー

マ
に
基
づ
く
活
発
な
議
論
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。
日
本
銀
行
で
は
、
今
後

も
国
際
コ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
を
通
じ

て
、
中
央
銀
行
の
政
策
と
業
務
の
実

践
に
関
す
る
知
見
を
深
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

日
本
銀
行
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
へ
の 

取
組
み
に
つ
い
て
の 

ペ
ー
ジ
を
新
設

▼
日
本
銀
行
は
、
二
月
二
十
六
日
、

日
本
銀
行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
に
か
か
る
施
策
等

を
ま
と
め
た
ペ
ー
ジ
（「
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
へ
の
取
組
み
」）
を
新
た
に

開
設
し
ま
し
た
。

▼
同
ペ
ー
ジ
で
は
、
日
本
銀
行
の
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
に
向
け
た
こ
れ
ま
で

の
取
組
み
や
育
児
・
介
護
と
仕
事
の

両
立
支
援
制
度
、
働
き
方
改
革
推
進

施
策
等
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
次
世

代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
や
女
性
活

躍
推
進
法
に
基
づ
く
行
動
計
画
に
つ

い
て
も
掲
載
し
て
お
り
、
今
後
の
取

組
み
に
つ
い
て
も
ご
確
認
い
た
だ
け

ま
す
。

▼
日
本
銀
行
は
、
今
後
と
も
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
に
関
す
る
取
組
み

を
進
め
る
と
と
も
に
、
同
ペ
ー
ジ
を

拡
充
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
日
銀
春
休
み
親
子
見
学
会
」

の
開
催
（「
日
銀
夏
休
み
子
ど

も
特
別
見
学
会
」
の
ご
案
内
）

▼
日
本
銀
行
本
店
で
は
、
三
月

ダイバーシティの取組みについてのページ
http://www.boj.or.jp/about/diversity/index.htm/

ラ
ジ
ャ
ン
教
授
と
黒
田
総
裁（
撮
影
：
野
瀬
勝
一
）

　ホーム　日本銀行について　ダイバーシティへの取組み
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二
十
七
日
～
二
十
九
日
の
三
日
間
に

わ
た
り
、
小
学
校
四
～
六
年
生
お

よ
び
中
学
生
の
お
子
さ
ま
と
そ
の

保
護
者
の
方
を
対
象
に
、「
春
休
み

親
子
見
学
会
二
〇
一
八
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
今
回
は
、
合
計
一
二
九
組

二
七
八
名
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。

▼
見
学
会
で
は
、
本
店
見
学
や
お
札

に
施
さ
れ
て
い
る
偽
造
防
止
技
術
の

紹
介
、
一
億
円
の
重
さ
体
験
や
お
札

の
数
え
方
体
験
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
日
銀
や
お
金

に
つ
い
て
楽
し
み
な
が
ら
学
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。
見
学
者
の
方
か
ら

は
「
お
金
の
大
切
さ
に
つ
い
て
親
子

で
学
ぶ
良
い
機
会
と
な
っ
た
」
な
ど

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

▼
毎
回
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
親
子
見
学
会
の
次
回
の
開
催
は
、

夏
休
み
期
間
中
の
八
月
六
日
～
十
日

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
「
日
銀
っ
て
な
に
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
？
」
と
い
う
お
子
さ
ま
の
好
奇

心
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

▼
参
加
は
無
料
で
す
。
お
申
し
込
み

方
法
な
ど
の
詳
細
は
日
銀
Ｈ
Ｐ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま
の
お
越
し
を

心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
第
一
四
回 

日
銀
グ
ラ
ン
プ
リ

～
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
の
提
言
～
」

論
文
募
集
中 

　
　
　
応
募
締
切
：
九
月
三
十
日（
日
）

▼
「
日
銀
グ
ラ
ン
プ
リ
」
は
、
学
生

の
皆
さ
ん
を
対
象
に
開
催
す
る
金

融
・
経
済
分
野
の
論
文
・
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。
学

生
の
皆
さ
ん
が
金
融
・
経
済
に
関
心

を
持
ち
、
わ
が
国
の
金
融
の
現
状
と

将
来
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く
場

と
し
て
、
二
〇
〇
五
年
度
か
ら
毎
年

開
催
し
て
お
り
、
今
年
度
も
応
募
論

文
を
募
集
中
で
す
。

▼
テ
ー
マ
は
「
わ
が
国
の
金
融
・
経

済
へ
の
提
言
」
で
す
。
わ
が
国
の
金

融
・
経
済
に
関
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、

ど
の
よ
う
に
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
い

た
だ
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

▼
書
類
審
査
を
通
過
し
た
チ
ー
ム

は
、
十
一
月
下
旬
頃
に
予
定
し
て
い
る

決
勝
大
会
に
お
い
て
、
日
銀
副
総
裁

を
は
じ
め
と
す
る
政
策
委
員
会
メ
ン

バ
ー
、
外
部
有
識
者
の
方
を
審
査
員

お
札
の
「
す
か
し
」
を
確
認
す
る
様
子

本
物
と
同
じ
一
億
円
の
重
さ
を
体
験
（
左
）。
記
念
撮
影

用
の
顔
出
し
パ
ネ
ル
（
下
）
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に
迎
え
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・

質
疑
応
答
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
当
グ
ラ
ン
プ
リ
で
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ

ペ
ー
ジ
を
設
け
て
、
募
集
要
項
や
、

過
去
の
決
勝
進
出
チ
ー
ム
の
論
文
・

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
、
審
査

員
講
評
の
ほ
か
、
奨
励
賞
論
文
の
要

旨
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
過

去
の
決
勝
大
会
の
模
様
を
収
録
し
た

動
画
も
配
信
し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
に
当
た
っ
て
は
、
日
銀
グ
ラ

ン
プ
リ
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
上
の
募
集
要

項
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。
多
く
の
学

生
の
皆
さ
ん
か

ら
の
斬
新
な
提

言
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

（
日
銀
グ
ラ
ン
プ
リ
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー

ジ
ア
ド
レ
ス
はhttp://w

w
w

.

boj.or.jp/annoucem
ents/

nichigin_gp/index.htm
/

）

【
日
銀
グ
ラ
ン
プ
リ
の

お
問
い
合
わ
せ
先
】

日
本
銀
行
情
報
サ
ー
ビ
ス
局

総
務
企
画
グ
ル
ー
プ

〇
三-
三
二
七
七-

一
六
〇
九

■５月７日をもって情報サービス局長を退任
し、本号の編集が編集長としての最後の仕事と
なりました。この約２年間、読書の皆さまに、
広く日本銀行へ親しみを感じていただきたいと
の思いで、９号分の編集に携わってまいりまし
た。ご愛読いただきまして誠にありがとうござ
いました。今後とも、新編集長の下での「にち
ぎん」をどうぞよろしくお願いいたします。
� （鶴海）
■このたび編集長に就任しました。日本銀行に
入行して２９年目となりますが、これまでは主
に金融モニタリングや国際関係の仕事に携わっ
てきました。広報誌「にちぎん」については、
愛読者の一人から初めて作成する側に立場が変
わりますが、新しい視点なども取り入れながら、
引き続き日本銀行の活動をわかりやすく紹介し
ていきたいと思います。どうぞよろしくお願い
いたします。� （中川）

※本誌は、全国の日本銀行本支店および貨幣博物館、
旧小樽支店金融資料館等でお配りしています。個人の
方の定期購読、郵送はお取り扱いしておりませんので
ご了承ください。なお、既刊号全文を PDF ファイル
形式で日本銀行ホームページ上に掲載していますので
ご利用ください。

（http://www.boj .or . jp/announcements/koho_
nichigin/index.htm/）

※本誌に掲載している内容は、必ずしも日本銀行の見
解を反映しているものではありません。日本銀行の政策・
業務運営に関する公式見解等については、日本銀行ホー
ムページ（http://www.boj.or.jp/）をご覧ください。
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